
知立市は、Pitch�FMと
災害時の放送に関する
協定を結んでいます。
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料
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広告 広告

▼
と
き　

２
月
４
日
㈭　

午
前
11
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー

▼
行
う
人　

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ　

ぼ

ち
ぼ
ち
の
会

▼
内
容　

「
あ
か
た
ろ
う
の
１
・
２
・
３
の

３
・
４
・
５
」（
絵
本
）、「
く
い
し
ん
ぼ
う

の
ま
ん
ま
る
お
に
」（
紙
芝
居
）、「
あ
か

お
に
く
ん
」（
し
か
け
あ
そ
び
）、「
く
い

し
ん
ぼ
う
ゴ
リ
ラ
」（
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
）

▼
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
（83）
１
１
３
１
）

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
、
絵
本
も

紙
芝
居
も
人
形
も
使
わ
な
い
で
、
お
は
な

し
だ
け
を
聞
い
て
楽
し
む
こ
と
で
す
。
今

回
は
特
別
に
「
冬
の
日
の
お
は
な
し
会
」

を
行
い
ま
す
。
む
か
し
話
や
ゆ
か
い
な
話

な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
で
お
迎
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
聞
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
23
日
㈯　

午
後
２
時
30
分

～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室（
２
階
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

（
小
さ
い
子
は
、
保
護
者
の
ひ
ざ
で
）

▼
行
う
人　

お
は
な
し
の
会
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ

▼
内
容　
「
つ
る
女
房
」（
日
本
の
昔
話
）、

「
バ
バ
ヤ
ガ
ー
の
し
ろ
い
と
り
」（
ロ
シ

ア
の
民
話
）
他

▼
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
（83）
１
１
３
１
）

﹁
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
﹂

▼
と
き　

２
月
３
日
㈬　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

和
室

▼
対
象　

１
歳
６
か
月
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

▼
内
容　

遊
び
場
の
提
供
、わ
ら
べ
う
た
、

読
み
聞
か
せ
、
育
児
相
談
な
ど

▼
申
込
み　

不
要

▼
問
合
せ　

文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉

鮒　

☎
（83）
８
１
０
０
）

﹁
人
形
劇
鑑
賞
﹂

▼
と
き　

２
月
17
日
㈬　

午
前
10
時
45
分

～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室
１

▼
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

▼
内
容　

「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ
じ

ぷ
た
」「
ケ
ロ
ケ

ロ
池
と
森
の
仲
間

た
ち
」

▼
出
演　

人
形
劇

サ
ー
ク
ル　

ぐ
・

ち
ょ
き
・
ぱ

▼
入
場
料　

無
料

▼
申
込
み　

１
月

19
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
受
付
。

※�

初
日
は
電
話（
☎
（83）
８
１
０
２
）の
み
、

翌
日
か
ら
は
窓
口
で
も
受
付
け
ま
す
。

▼
問
合
せ　

文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉

鮒　

☎
（83）
８
１
０
０
）

　

市
内
お
よ
び
近
郊
に
お
住
ま
い
の
外
国

人
が
、
来
日
し
て
か
ら
感
じ
た
日
本
の
文

化
・
習
慣
へ
の
印
象
や
、
日
頃
考
え
て
い

る
こ
と
を
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
国
の
民
族
衣
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
文
化
紹
介
な
ど
の
異
文
化
体

験
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

ス
ピ
ー
チ
終
了
後
に
は
、
ポ
ト
ラ
ッ
ク

パ
ー
テ
ィ
ー
（
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
料
理

お
も
て
な
し
）、
食
事
を
し
な
が
ら
の
楽

し
い
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
21
日
㈰　

午
前
10
時
～
午

後
２
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

講
堂

▼
定
員　

50
人
（
申
込
み
順
）

▼
参
加
費　

一
般
300
円
、小
学
生
200
円（
幼

児
無
料
）

※
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

1
月
18
日
㈪
～
２

月
15
日
㈪
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
協
働

推
進
課
内　

☎
（95）
０
１
４
４
）
へ
。

僕も会場に
行くっぴ♪

図
書
館　

お
は
な
し
会

お
や
こ
DE
パ
テ
ィ
オ

図
書
館　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

（
冬
の
日
の
お
は
な
し
会
）

第
５
回
国
際
ワ
ン
ネ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
外
国
人
に
よ
る
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」



暮らしの情報
※問合せは知立市役所

TEL	 0566−83−1111（代表）
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●不動産、建築トラブル　●相続、遺留分、離婚
●交通事故、労災事故　　●企業法務　　
●債権回収　　　　　　　●破産、債務整理　　　●刑事

刈谷駅南口よりすぐ
刈谷市若松町2丁目2番地

０５６６-９１-０２１０

白濱法律事務所
（愛知県弁護士会所属）

弁護士法人
弁護士　白濱　重人
弁護士　香川　広志
弁護士　武林　寛明
弁護士　西尾祐一郎
弁護士　三島　侑子
弁護士　居石　孝男
弁護士　新海久美子

shttp://si-law-office.com

刈谷事務所 ☎
JR岡崎駅東口よりすぐ
岡崎市羽根町字北ノ郷45

０５６４-５４-３７７７岡崎事務所 ☎

広告

相談料無料
（初回30分）

　

漢
詩
、
和
歌
他
、
魅
力
あ
る
吟
詠
を
求

め
て
！

▼
と
き　

２
月
７
日
㈰　

午
後
１
時
～
５

時▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

第
１
・
２
展

示
室

▼
講
師　

野
々
山
龍
俊
氏
（
碧
洲
吟
道
会

会
長
）

▼
定
員　

40
人
（
申
込
み
順
）

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
19
日
㈫
～
２

月
５
日
㈮
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

に
文
化
協
会
事
務
局
（
文
化
会
館
内　

☎

（83）
０
１
５
１
）
へ
。

　

英
語
を
話
し
て
み
た
い
の
に
な
か
な
か

機
会
が
な
い
人
、
も
っ
と
語
彙
を
増
や
し

た
い
人
、
毎
回
好
評
を
博
し
て
い
る
ジ
ョ

ン
先
生
の
楽
し
い
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
し

て
、
簡
単
な
の
に
使
え
る
英
語
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

２
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）
の
午
後
１
時
30

分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

▼
定
員　

15
人
（
申
込
み
順
）

※�

未
就
学
児
同
伴
の
受
講
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▼
参
加
費　

１
千
500
円
（
４
回
分
）

※
初
日
に
徴
収
し
ま
す
。

▼
講
師　

ジ
ョ
ン
・
レ
ベ
リ
ー
氏

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

１
月
18
日
㈪
～
27

日
㈬
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
、

電
話
で
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
協
働
推

進
課
内　

☎
（95）
０
１
４
４
）
へ
。

　

平
成
27
年
度
至
学
館
大
学
公
開
講
座
の

第
７
回
目
を
知
立
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
31
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

か
ら

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

花
し
ょ
う
ぶ

ホ
ー
ル

▼
講
師　

九
代
目　

玉
屋
庄
兵
衛
氏

▼
演
題　

「
か
ら
く
り
人
形
の
魅
力
」

▼
問
合
せ　

至
学
館
大
学
伊
達
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所　

溝
口
（
☎
０
９
０

―
４
２
５
３
―
７
０
６
５
）

▼
と
き　

２
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
・
診
療

棟
５
階　

第
１
・
２
会
議
室

▼
内
容　

認
知
症

▼
講
師　

医
師　

丹
羽
央
佳
氏

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
み
不
要
）

▼
問
合
せ　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
広
報
グ

ル
ー
プ
（
☎
（25）
９
２
１
５
）

　昭和24年1月26日、世界最古の
木造建築である法隆寺金堂が炎上
し、壁画の大半が焼失するという
事件が起こりました。
　この出来事を契機に、文化財を
守り継承していくことの重要性が
認識されました。このような悲劇
が再び繰り返されないことを願っ
て、文化庁および消防庁では、毎
年1月26日を「文化財防火デー」と
して定め、全国的に文化財を火災
から守る運動を実施しています。
　市では下記の通り訓練を実施し
ます。ご協力をお願いします。
▶と　き　1月26日㈫　午前10時
▶ところ　知立神社境内
▶問合せ　歴史民俗資料館（☎83-
1133）

文化財防火デー 消防訓練 文
化
協
会
市
民
教
室

「
詩
吟
教
室
」

ジ
ョ
ン
先
生
と
学
ぶ
英
会
話

中
級
編

至
学
館
大
学
公
開
講
座

日
本
の
祭
シ
リ
ー
ズ

刈
谷
豊
田
総
合
病
院

市
民
公
開
講
座
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寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
市
へ

︿
現
金
の
寄
付
﹀

・�

知
立
高
校
模
擬
株
式
会
社
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｌ

ｅ�

Ｂ
ｉ
ｒ
ｄ�　
　
　
　
　

４
千
875
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︿
現
金
の
寄
付
﹀

・
愛
知
県
立
知
立
高
等
学
校
生
徒
会

10
万
５
千
21
円

・
伊
藤
克　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

・
谷
田
町
寺
前
の
お
地
蔵
様　
　
　

256
円

・
谷
田
町
東
長
根
の
お
地
蔵
様

１
千
358
円

・
松
井
節
子　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
円

　

現
代
人
と
そ
の
社
会
が
抱
え
る
葛
藤
を

演
劇
に
昇
華
さ
せ
る
劇
団
「
烏
丸
ス
ト

ロ
ー
ク
ロ
ッ
ク
」
は
、
世
代
や
趣
味
趣
向

を
超
え
て
心
に
訴
え
か
け
る
作
品
で
多
く

の
人
々
の
心
を
掴
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
、
パ
テ
ィ
オ
主
催
の
市
民

参
加
演
劇
『
ま
ち
お
こ
し
演
劇　

愛
・
か

き
つ
ば
た
姫
』
が
絶
賛
さ
れ
た
作
・
演
出

の
柳
沼
昭
徳
率
い
る
烏
丸
ス
ト
ロ
ー
ク

ロ
ッ
ク
が
、
知
立
市
文
化
会
館
・
三
重
県

文
化
会
館
・
伊
丹
市
立
演
劇
ホ
ー
ル
と
の

共
同
製
作
に
よ
る
劇
団
最
新
作
で
３
都
市

ツ
ア
ー
を
開
催
。
知
立
公
演
で
千
秋
楽
を

迎
え
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

【
あ
ら
す
じ
】

　

炎
は
燃
え
盛
っ
た
。
た
か
く
、
く
る
お

し
く
、
雑
草
と
僕
を
根
絶
や
し
に
し
た
。

　

輸
送
ト
ラ
ッ

ク
が
行
き
交
う

国
道
９
号
線
沿

い
の
町
「
大
栄

町
」。
20
年
前

に
広
大
な
山
林

を
焼
失
さ
せ
、

逃
げ
る
よ
う
に
そ
の
町
を
去
っ
た
当
時
高

校
生
の
主
人
公
・
大
川
祐
吉
は
成
人
し
、

あ
る
日
突
如
と
し
て
大
栄
町
に
現
れ
た
。

人
々
は
そ
の
不
気
味
な
報
せ
に
警
戒
を
募

ら
せ
る
。
皆
ひ
と
え
に
、
祐
吉
の
復
讐
に

怯
え
て
い
た
…
。

▼
作
・
演
出　

柳
沼
昭
徳

▼
出
演　

阪
本
麻
紀
、
桑
折
現
、
今
井
美

佐
穂
、
小
熊
ヒ
デ
ジ
、
新
田
あ
け
み
、
浅

井
浩
介
、
イ
ト
ウ
エ
リ

▼
音
楽　

山
崎
昭
典
、
中
川
裕
貴

▼
と
き　

２
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

両
日
と
も
午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
30

分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

花
し
ょ
う
ぶ

ホ
ー
ル

▼
入
場
料
（
全
自
由
席
）

・
一
般　

２
千
500
円

・
パ
テ
ィ
オ
し
ー
と
会
員　

２
千
200
円

・ 

22
歳
以
下　

１
千
500
円
（
会
員
・
一
般

と
も
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

車
椅
子
で
お
越
し
の
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

公
演
当
日
、
知
立
駅
北
口
よ
り
臨
時
バ

ス
あ
り

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
（
好
評
発
売
中
）

・ 

文
化
会
館　

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
（83）
８
１
０
２
）

・ 

パ
テ
ィ
オ
池
鯉
鮒
Ｗ
Ｅ
Ｂ
販
売　

　

http://w
w
w
.patio-chiryu.com

/

　

（
利
用
時
に
会
員
登
録
要
）

▼
助
成　

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

▼
問
合
せ　

文
化
会
館
（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉

鮒　

☎
（83）
８
１
０
０
）

演
劇
公
演
の
ご
案
内

Re 

:ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　
烏
丸
ス
ト
ロ
ー
ク
ロ
ッ
ク

『
国
道
、
業
火
、
背
高
泡
立
草
』

© 西岡真一

西三河都市間連携による
日本版「首長誓約」をしました

　本市を含む西三河5市（岡崎市、豊田市、安城市、知立市、みよし市）
が、日本第1号となる「日本版『首長誓約』」を行いました。エネ
ルギーの地産地消や温室効果ガスの大幅削減、気候変動などへの
適応について、“日本版「首長誓約」”という新たな枠組みを活用し、
都市間で連携して取り組んでいきます。
▶誓約内容
（1）次の項目に一体として取り組む。
　　① エネルギーの地産地消
　　② 温室効果ガスの大幅削減
　　③ 気候変動などへの適応
（2） ①～③に関する目標（2030年）と具体的な達成方策などに

関する持続可能なエネルギーアクションプランを策定する。
（3）自治体のネットワークを通じ連携して取り組む。
▶日本版「首長誓約」とは
EUの「首長誓約」をモデルに、地方自治体の首長が、エネルギー
地産地消や温室効果ガスの大幅削減、気候変動などへの適応に取
り組むことを誓約し、具体的な目標を掲げ、計画を策定して、自
治体のネットワークを通じて情報交換を行いながら取り組む仕組
みとして、名古屋大学等が提案。（日本版「首長誓約」Webサイ
ト http://jpmayors.jp/）
▶問合せ　環境課　環境保全係（☎95-0154）



暮らしの情報
※問合せは知立市役所

TEL 0566－83－1111（代表）
FAX 0566－83－1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp
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の
で
す
。「
生
き
る
こ
と
の
重
み
」、「
夫

婦
愛
」、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
親
が
子
に

注
ぐ
愛
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
母
親
が
、
限
り
あ
る
生
命
の

中
で
我
が
子
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、

そ
れ
は
一
人
の
人
間
と
し
て
「
生
き
て
い

く
力
」
で
し
た
。
母
親
は
自
分
が
い
な
く

な
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
、
食
事
、
洗

濯
、
掃
除
な
ど
幼
い
娘
に
教
え
ま
し
た
。

幼
い
少
女
が
健
気
に
味
噌
汁
を
作
る
情
景

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
と
、
心
を
打
た
れ
ま

す
。
残
念
な
が
ら
母
親

は
５
歳
の
娘
を
残
し
て

他
界
を
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、
母
親
に
愛
さ
れ

た
経
験
、
認
め
ら
れ
た

記
憶
は
い
つ
ま
で
も
娘
の
心
に
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
母
親
は
僅
か
な
時
間
の

中
で
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
を
我
が
子
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
子
は
地
域
の
宝
」で
す
。学
校
で
教
え
、

地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

人
格
形
成
の
上
で
、
親
が
子
ど
も
に
与
え

る
影
響
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
が
真
の
愛
情
に
触
れ
、
自
己
肯
定
感

を
自
覚
で
き
れ
ば
、
相
手
を
尊
重
す
る
優

し
い
心
が
育
つ
で
し
ょ
う
。
親
が
責
任
を

も
っ
て
子
育
て
を
し
、
全
て
の
大
人
が
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

存
在
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

コ
ラ
ム

　市では、市民の皆さんが健やかで心豊かに生活できる環境整備を目指した
「第2次健康知立ともだち21計画」を策定しました。各分野別に具体的な取
り組みを掲載していきます！

あなたのロコモーションチェックをしてみましょう。一つでも当てはまれば、ロコモである可能性があります。
□ 1　家のやや重い仕事が困難（掃除機の使用、布団の上げ下ろしなど）
□ 2　2キロ程度の買い物をして持ち帰るのが困難（1リットルの牛乳パック2本分）
□ 3　片脚立ちで靴下がはけない
□ 4　家の中でつまずいたり滑ったりする
□ 5　15分くらい続けて歩けない
□ 6　階段を上るのに手すりが必要である
□ 7　横断歩道を青信号で渡りきれない

　シリーズ掲載第11弾は「運動」です。知立市では、運動習慣がある人の割合は、40～64歳で30％以下です。骨、関節、
筋肉などの運動器の働きが衰えると、生活自立度が低下し、介護が必要になったり、寝たきりになる可能性が高くなります。
運動器の障がいのために、介護が必要になる危険性の高い状態をロコモティブシンドローム（通称：ロコモ）といいます。

　ロコモティブシンドロームとならないよう若い頃から継続的に体を動かしたり、運動習慣を身につけ、高齢になっても気
軽に外出や社会参加ができる自立した生活を送りましょう。

H25年度知立市健康づくり・食育に関するアンケート調査結果より

7つの項目はすべて骨や
関節、筋肉などの運動器
が衰えているサイン！

　
　
　

�　

親
子
の
絆教

育
長　

川
合
基
弘

　

『
親
子
川
柳
』
を
始
め
て
10
年
が
経
ち

ま
し
た
。
今
回
ま
で
の
応
募
総
数
は
約

７
万
点
。
い
ず
れ
の
作
品
も
、
親
子
の
温

か
い
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
　
仕
事
着
の
背
に
　
汗
に
じ
む

風
呂
上
り
　
ビ
ー
ル
の
奥
に
　
子
の
笑
顔

　

こ
れ
は
今
回
の
入
選
作
で
、
高
２
の
娘

と
父
親
の
作
品
で
す
。
子
が
成
長
し
て
い

く
過
程
で
、
素
直
に
自
分
の
思
い
を
伝
え

ら
れ
な
い
と
き
や
、
受
け
と
め
ら
れ
な
い

と
き
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
親
子

は
生
れ
る
前
か
ら
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
思

春
期
は
難
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
心
は
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
で
つ
な

が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
親
を
乗
り
越
え

て
い
く
子
ど
も
を
信
じ
、
自
分
の
成
長
を

支
え
て
く
れ
る
親
の
存
在
を
意
識
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
親
子
の
絆
は
確
か
な
も
の

に
な
り
ま
す
。
親
子
川
柳
作
り
が
、
そ
う

い
う
気
持
ち
を
確
認
し
あ
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
映
画
で
話
題
と
な
っ
た
「
は

な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
」
を
読
み
ま
し
た
。

乳
癌
を
患
う
母
親
の
闘
病
と
、
そ
の
最
中

に
出
産
し
た
娘
と
夫
の
生
活
を
綴
っ
た
も

・ ロコモティブシンドロームの意味を知っている人の割合の増加
（20歳以上）

　28.3％⇒平成36年度80％以上を目指します。

・ 運動習慣者（1日30分以上の運動を週2回1年以上継続）
の割合の増加（40～64歳）

　28.1％⇒平成36年度36％以上を目指します。

◇第2次健康知立ともだち21計画（身体活動・運動）取組目標

▶問合せ　保健センター（☎82－8211）

★かっきーの健康づくり
応援コーナー★

シリーズ11. 体を動かそう
“ロコモティブシンドローム”という言葉を知っていますか？

あなたももしかしてロコモ？

市
教
委
だ
よ
り
―

学
―
次
回
定
例
会　

２
月
10
日
㈬

午
前
９
時
30
分
か
ら

図
書
館　

視
聴
覚
室（
２
階
）
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